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市
は
、
「
１
９
７
３
年
に
建
て
ら

れ
、
耐
震
基
準
以
下
で
老
朽
化
し

て
い
る
」
と
し
て
中
央
公
民
館
を

「
建
て
替
え
ず
既
存
の
施
設
へ
機

能
移
転
す
る
」
と
い
う
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
。 

３
５
０
０
㎡
の
公
民
館
機
能
を

移
転
で
き
る
余
裕
の
あ
る
施
設
は

あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
大
幅
に
規
模

を
縮
小
し
て
使
い
に
く
く
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。 

公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基

 
 

伊
丹
市
は
、
昨
年
４
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
よ
る
庁
舎
等
の

被
災
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の
財
政

措
置
（
２
２
．
５
％
の
国
庫
補
助
）

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当

初
の
計
画
を
前
倒
し
本
庁
舎
の
建

て
替
え
を
実
施
す
る
と
し
て
い
ま

す
。 現

市
役
所
本
庁
舎
は
築
４
５
年

で
耐
震
基
準
未
達
成
。
当
初
は
２
０

２
１
年
度
～
３
０
年
度
中
に
建
替

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
事
業
ス
ケ

 

伊
丹
市
と
教
育
委
員
会
は
幼
児

教
育
に
関
す
る
施
策
を
提
案
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
今
後
の
幼
児

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
学
校
教

育
審
議
会
答
申
（
公
立
幼
稚
園
の
統

廃
合
等
）
を
踏
ま
え
た
「
教
育
方
針
」

「
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
も

と
に
幼
児
教
育
の
理
念
を
定
め
た

（
仮
称
）
「
伊
丹
市
幼
児
教
育
推
進

条
例
」
の
制
定
、
幼
児
教
育
の
共
通

の
指
針
と
な
る
「
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
幼
保
小
接
続
期
モ
デ
ル
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
策
定
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
と
と
も
に
、
「
就
学
前
施

設
を
適
正
な
規
模
や
配
置
に
再
編

し
、」「
必
要
な
財
源
の
確
保
を
目
指

す
」
と
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
の

無
償
化
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
質

疑
の
中
で
次
の
問
題
点
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。 

幼児教育の段階的無償化と 
公立幼稚園統廃合が提案される 

中
央
公
民
館
は
「
機
能
移
転
」 

で
な
く
、
建
て
替
え
を 

市
役
所
本
庁
舎
を
前
倒
し
し
て
建
て
替
え
へ 

 

一
つ
は
、
公
立
幼
稚
園
３
園
の
統

廃
合
と
公
立
保
育
所
を
統
合
し
て

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す

る
こ
と
で
す
。
具
体
的
な
内
容
は
７

月
２
６
日
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す

が
、
党
議
員
団
は
、
統
廃
合
で
は
な

く
３
年
保
育
と
預
か
り
保
育
を
実

施
し
、
一
校
区
一
幼
稚
園
を
守
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
化

の
提
案
は
唐
突
で
あ
り
、
十
分
当
事

者
な
ど
市
民
の
意
見
を
聞
く
期
間

を
設
け
る
べ
き
で
す
。 

 

二
つ
に
は
、
幼
児
教
育
無
償
化
の

財
源
を
幼
稚
園
統
廃
合
に
よ
っ
て

生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
賛
否
の
意
見
が
あ
る
統
廃
合
を

だ
れ
も
反
対
で
き
な
い
無
償
化
の

財
源
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。 

 

 

 
４
期
目
当
選
し
た
藤
原
市
長
は
、
６
月
定
例
市
議
会
に
お
け
る
所
信
表
明

等
の
中
で
、
幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化
と
公
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
や
中
央

公
民
館
の
「
機
能
移
転
」
の
推
進
、
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
重
要

な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
特
に
課
題
、
問
題
点
が
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は

代
表
質
問
・
個
人
質
問
等
を
通
じ
て
市
民
の
立
場
か
ら
改
善
・
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。 

 

上原 ひでき 

090-3355-8251 

かしば 優美 

090-3355-8255 

ひさ村 真知子 

090-4491-7521 

服部 よしひろ 

090-9044-0925 

伊丹市千僧 1-1 

783-1234 

(内線 3494) 
 

づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
教
育
施
設

で
あ
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴

き
「
建
替
え
」
を
含
め
再
検
討
を

す
る
べ
き
で
す
。
「
市
役
所
へ
意
見

を
」
と
党
市
議
団
は
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。 

  

ジ
ュ
ー
ル
は
今
年
度
に
基
本
計
画

を
つ
く
り
２
０
年
度
か
ら
工
事
着

工
、
２
２
年
度
か
ら
新
庁
舎
で
の

業
務
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

党
議
員
団
は
、
市
民
や
職
員
等

の
意
見
も
聞
き
使
い
や
す
い
役
所

に
な
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

伊
丹
市
役
所 

http://homepage1.nifty.com/sigikaidan/index09.html
http://homepage1.nifty.com/sigikaidan/index11.html
http://homepage1.nifty.com/sigikaidan/index10.html


「核兵器禁止条約の早期実現」もとめる請願、
「組織的犯罪処罰法改正案(共謀罪)反対請願 
ともに否決 

平和・自由・民主主義に背を向ける自民派・公明 

市民団体から提出された請願に対し、自民党系会派と公明党会派は、政府答

弁通りの内容の討論を行い、反対しました。評決はどちらも１票差で否決されまし

た。 

おりしも国連では画期的

な「核兵器禁止条約」が圧

倒的多数で採決されまし

た。安倍政権は唯一の戦争

被爆国の政府でありながら

会議に参加せず背を向け、

世界から非難を受けていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
、
伊
丹
市
の
平
和
施
策
に
つ
き

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
平
和
都
市
宣
言
を
も

と
に
平
和
施
策
を
進
め
て
い
く
」

と
答
弁
。
さ
ら
に
平
和
首
長
会

議
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
８

月
の
長
崎
で
の
会
議
に
も
参
加

 

伊
丹
市
の
「
住
生
活
基
本
計

画
」
で
は
、
市
営
住
宅
は
老
朽

化
し
て
も
建
て
替
え
ず
、
民
間

住
宅
の
借
り
上
げ
に
よ
っ
て

賄
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
「
住
ま
い
は
人
権
」
と
さ

れ
て
い
る
通
り
、
公
営
住
宅
の

提
供
は
自
治
体
の
責
務
で
あ

り
、
市
場
原
理
に
よ
っ
て
供
給

都
市
計
画
道
路
・
山
田
伊
丹

線
の
未
着
手
地
域
（
昆
陽
泉
町

と
昆
陽
南
）
に
つ
い
て
市
は
今

年
度
中
に
も
調
査
に
入
る
意

向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
該
当
す
る
自
治

会
・
住
民
は
、
町
づ
く
り
や
日

常
の
暮
ら
し
が
分
断
さ
れ
る

こ
と
、
高
齢
者
世
帯
の
立
ち
退

 

来
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

運
営
が
県
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
国
保
税
の
増
税
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
国
に
対
し
て
国
保
税
（
料
）

負
担
軽
減
の
た
め
の
財
源
を
求
め

る
と
と
も
に
、
伊
丹
市
独
自
に
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
減
免
・

軽
減
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。 

  

全
国
的
に
こ
ど
も
医
療
費
無

料
化
助
成
の
拡
大
に
よ
る
子
育

て
支
援
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
党

議
員
団
は
、
伊
丹
市
で
も
高
校
ま

で
そ
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
市
は
「
対
象
者
は

広
げ
る
が
、『
所
得
制
限
』『
一
部

負
担
金
』
は
必
要
と
考
え
慎
重
に

進
め
て
い
く
」
と
答
弁
。 

 

女
性
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
働
く
婦

人
の
家
・
児
童
館
・
児
童
プ
ー
ル
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
し
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

市
が
計
画
す
る
「
機
能
移
転
」
と

な
る
と
、
規
模
が
縮
小
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
ま
た
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
後
退
す

る
の
で
は
と
の
不
安
が
あ
り
、
利
用

平和・暮らし・医療にかかる要求実現に奮闘 
日本共産党議員団 

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
を 

さ
れ
る
民
間
住
宅
に
頼
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

の
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
は

耐
震
基
準
も
未
達
成
で
、
こ

れ
を
放
置
す
る
こ
と
も
問
題

で
す
。
安
心
し
て
住
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
耐
震
基

準
の
達
成
、
建
て
替
え
を
求

め
ま
し
た
。 

  

平
和
都
市
宣
言
の
今
日
的
意
義
を
問
う 

歩
行
喫
煙
防
止
区
域
の
拡
大
を 

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。 

２
、
伊
丹
市
禁
煙
条
例
の
実
施

状
況
を
確
認
し
、
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
阪
急
新
伊
丹
駅
、

稲
野
駅
周
辺
へ
の
歩
行
喫
煙
防

止
区
域
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。 

 

都
市
計
画
道
路 

 
 

「山
田
伊
丹
線
」事
業
の
見
直
し
を 

き
に
は
多
く
の
困
難
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
市
に
対
し
事
業
化

の
再
検
討
を
求
め
て
い
ま

す
。
党
議
員
団
は
改
め
て

「
山
田
伊
丹
線
」
事
業
の

見
直
し
を
強
く
要
望
し
ま

し
た
。 

国
保
の
県
単
位
化
に 

と
も
な
う
増
税
や
め
よ 

者
・
市
民
と
十
分
な
議
論
が
必
要
で

は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。
市
は
、

「
２
０
１
６
年
度
１
３
万
７
千
名

の
利
用
が
あ
っ
た
が
、
建
物
は
老
朽

化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
市
民
や
利

用
者
の
意
見
を
聞
き
、
今
年
度
内
に

議
論
を
始
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

  

女
性
・
児
童
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
へ
？ 

子
ど
も
医
療
費 

 
無
料
化
対
象
拡
大
を 

禁止条約が採択され喜ぶ人々（国連） 


